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ニュースリリースやプレスリリースの
「書き方」についてネットで検索すればいくらでも出てきます。

よって、書き方ノウハウそのものに
価値があるわけではないのです。

書き方のフォームについては、
シンプルですのでサクッと
マスターしてしまいましょう。

でも、書き方が分かっても書けないのが、
ニュースリリースというものなのです(^^)

この講義のゴール



ニュースリリースサンプル（前編）

１．ヘッダー
「プレスリリース」
「報道関係者各位」など
２．情報提供者
３．発信の日付

４．グッとくるタイトル
（１秒目安）

５．２０秒で読めるリード



ニュースリリースサンプル（後編）

６．本文【5W3H】
When（いつ）
Who（誰）
What（何）
Where（どこ）
Why（なぜ）
How（どのように）
How long(どのぐらい)
How much(いくら)

７．会社概要
８．問合せ先
９．リリースの内容を補完

する写真やイラスト
10．ユーチューブ動画や

サイトへのQRコード



リリースが具備すべき条件１

【社会性】地域や日本で課題となっていること

【話題性】企画としての面白味

【公共性】売込にならないこと

【新規性】ナンバーワン、オンリーワン、ファーストワン



リリースが具備すべき条件２

【社会性】
毒性のある美容溶剤で夫を亡くした美容師

【話題性】
合成化学物質が、いかに私たちの生活に入り込んで
いるか？
スーパー〇〇とコラボしての（あるいは〇〇幼稚園
とコラボしての）無料セミナー

【公共性】
「母になるなら流山市」ママさんたちに贈ります

【新規性】
「完全オーガニック」に踏み込んだヘアサロン

キーワードとして
「飲んでも大丈夫なパーマ液」



未来につなごう茶の心。宮城県で民間初！
誰でも使える多目的茶室プロジェクト！！

クラウドファンディングで500万円達成



リリースは２枚以上でも構わない



あなたが出たい番組やコラムは？

もちろん
新聞でも
雑誌でも



これでもう書き方は大丈夫でしょう♪
でも、広報はネタ勝負なので次回の講義で学んでください
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広報とは「幸豊」である


